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沖縄本島 でパパイ ヤ な どか ら 発見 さ れ た
Eutetranychus orientalis ( ト ウ ヨ ウ ハ ダ ニ ) につ い て

は じ め に

1998 年 8 月 ， 沖縄本島浦添市の民家 の パ パ イ ヤ お よ
と み ぐ す 〈

び豊見城村の施設栽培のノTパ イ ヤ に お い て ， 葉 に 寄生 ・
加害す る 一見， 緑褐色のハ グ ニ が多数認め ら れた 。 筆者
の 一人輿儀 は こ の ハ ダニ を 採集 し ， 同 定 の た め に 直 ち
に 江原 に 送付 し た 。 そ の研究 の結果， こ のハ タゃニ は， 従
来 我 が 圏 内 か ら は 未 発 見 の 種 で あ る Eutetranychus
orientalis (KLEIN) と 同 定 す る こ と が で き た。 ち な み
に， 沖縄本島 のパパ イ ヤ に は カ ン ザ ワ ハ ダニ ( Tetrany­
chus kanzawai KISHIDA) が普通 に 寄生 す る こ と は， 30 

年以 上 前 か ら わ か っ て い る (EHARA， 1966) 。 今 回 さ ら
に ， E. orientalis が沖縄本島 の パ パ イ ヤ 以外の種々 の植
物 に も 生息 し て い る こ と が判明 し た 。

本種の既知分布域 は， ア ジ ア の南部 と ア フ リ カ で， 日
本近隣では 中 国南部お よ び台湾に い る 。 海外では カ ン キ
ツ 類 を 加害す る ハ ダニ と し て よ く 知 ら れて い る の み な ら
ず， こ の ほ か の 多 く の有用植物 を 含む お びた だ し い種類

の植物 に 寄生す る こ と が知 ら れて い る 。
Eutetranychus orientalis が， こ の た び初 め て 沖 縄本

島でパパ イ ヤ そ の他か ら 発見 さ れ た が， 本種 は海外では
極 め て 多種類の有用植物 に お い て 有害ノ 、 ダニ と な っ て い
る の で， 日 本で も 農業上， 今後注意す べ き ハ ダニ の一つ
であ ろ う 。 そ こ で本文 で は ， こ の ハ ダニ の形態， 分布，
寄主植物， 生態 な ど に つ い て 紹介 し ， 関係 の方々 の ご参
考 に 供 し た い。

I 形 態 な ど

学名 Eutetranychus orientalis (KLEIN ) 
英名 Oriental red mite 
和名 ト ウ ヨ ウ ハ ダニ (新称)
所属 ハ ダニ上科ハ ダニ科
雌 ( 図 -1， 3 A， C， 4) : 胴体 は 背面 か ら 見 る と 幅 広
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い 卵 形 で， 横 か ら 見 る と 偏平。 体長 ( 口 吻 を 含 む) は
409 μm 内 外， 体幅 は 293 μm 内 外。 胴体 は 淡燈色 の 前
胴体 を 除 き ， 褐色がか っ た 緑色 な い し黒ずんだ緑色 (正

中部 は 淡緑~淡黄色) 。 脚 は 一般 に 淡燈色 と い え る が，

第 I ・ II 脚 は 濃色 で， III ・ IV 脚 は む し ろ 白 っ ぽ い。 胴
背毛の起点 は皮膚の こ ぶの上 に あ り ， 胴背毛端末部 は 多
かれ少 な か れへ ラ 状 に 広 が る 。 胴背毛の長 さ は ， み な 同
様で は な い が， ほ と ん ど の場合， す ぐ後 ろ の 毛 の起点 に
は届 か な い。 背 中後体毛 は， 一般 に 他の胴背毛 よ り も 短
い。 背 中後体域の皮膚条線 は お お む ね横走す る が， 背 中

後体毛第 3 対聞 の す ぐ 前 の領域では縦走 し， 第 4 対聞の
す ぐ後 ろ の領域 で は 時折不規則 に 走 る 。 周気管 の端末 は
単純 に ふ く れて い る 。 生殖口蓋上お よ び生殖口 蓋 の す ぐ
前の領域 は， 共 に 横条 を も っ 。

触肢末端節 に あ る 出糸突起 は 非常 に細長い。 背感覚体
も 細長 い が， 出糸突起 よ り も は る か に 小 さ い。 脚 に は爪
間体が な い (Eutetranychus 属 の 主 特徴) 。 脚 の 各 環 節
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図 - 1 ト ウ ヨ ウ ハ ダニ の 早 の背面 (沖縄産， 江原原図)
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に 生 え る 通常毛 と ソ レ ニ ジ オ ン ( か っ こ 内 ) の 数 を 第 I
脚→第 IV 脚 の 順 に 書 く と ， 腿節 8-6-3-1， 膝節 5-5-2

2， 腔 節 9 ( 1 ) -6-6-7， 附 節 目 ( 2 ) - 13 ( 1 ) -10 ( 1 ) 
10 ( 1 ) 。 第 I 脚耐節 に は ， ゆ る や か に近接す る 二重毛が
1 組あ り ， 構成す る ソ レ ニ ジ オ ン と 通常毛 は 共 に 短 く ，
多 か れ少 な か れ似た 長 さ を も っ 。 第 n 脚 の 二重毛 で は
通常毛が ソ レ ニ ジ オ ン よ り も 目 立 つ て短い。

雄 (図-2， 3 B， D )  : 上か ら 見 た 体形 は 通例 ど お り ほ
ぼ逆三角形。 体長 ( 口 吻 を 含 む) は 327 μm 内外， 体幅
は 189 μm 内外。 背中後体域 の皮膚条線 は お お む ね横走
す る 。 挿入器の後部 は鋭 く 背方 に そ り 返 っ て お り ， こ の
部分 は端末 に 向 か い徐々 に細 く な る 。

触肢 の 出 糸突起 は細長 い が， 長 さ に は か な り の個体変
異があ る 。 脚 は雌同様， 爪間体 を 欠 く 。 第 I 脚 は 際立 つ
て 長 い。 脚 の 各環節 の 通常毛 と ソ レ ニ ジ オ ン (か っ こ
内) の 数 : 腿節 8-6-4-1 ， 膝節 子5-2-2， 腔節 9 ( 4 ) 
6 ( 2 ) -6-7， 酎節 目 ( 4 ) -13 ( 2 ) - 1O ( 1 ) -10 ( 1 ) 。

卵 : 円盤状で無柄， 産卵 当初 は灰色 を帯びた 淡青色で
あ る 。

調査標本 : 28 ♀ &  10 ♂ ， 浦添市前 回 (パパ イ ヤ ) ， 
と み ぐ・ す 〈 の は

1998 年 8 月 5 臼 ; 20 ♀ &  10 ♂ ， 豊 見 城 村 鏡 波 (施 設

図-2 ト ウ ヨ ウ ハ ダニ の ♂ の背面 (沖縄産， 江原原図)
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パ パ イ ヤ ) ， 同 年 8 月 17 日 : 10 ♀ & 5 ♂ ， 国 頭村 辺 土

名 (パパ イ ヤ ) ， 同年 8 月 25 日 ; い ず れ も 輿儀喜代政採
集 (以下の標本 も 特 に 記 し た 以外 は 輿儀採集) 。 ま た ，

さ む かわ き た なか ぐ・ す 〈 あ だに や

那覇市首里寒川 町 ・ 北 中 城 村安谷屋 (採集 者 : 輿儀 ・
き ん

比嘉良次) ， 金武町金武 の イ ン ド ソ ケ イ ， 那覇市首里石

嶺町の ゲ ッ キ ツ ， ク ロ ト ン， オ オ パ イ ヌ ビ ワ ， マ ルバデ
ィ ゴ， お よ び那覇市首里崎 山 町 の デ イ ゴ か ら 1998 年 8
月 に採集 さ れた 多 く の ♀ ♂ 標本 も 研究 に 供 さ れた 。 さ ら

て ら

に， 那覇市首里汀良町の サ イ ハ イ デ イ ゴ， 那覇市首里崎
よ り み や

山町の ナ ンパ ン サ イ カ チ ， 那覇市寄宮 の キ パ ナ キ ョ ウ チ
ク ト ウ ， キ パ ナ コ ス モ ス ， 浦添市仲 間 の シ ィ ク ワ シ ャ

た なtまる た い ら

ー， 西原町棚原の ガ ジ ュ マ ル， 豊見城村平良 の モ ク セ ン
か かず

ナ ， キ パナ コ ス モ ス ， 糸満市賀数の ソ シ ン カ の一種， お
よ び知念村知念の ク チ ナ シ で同年 9 月 に採 ら れた 多 く の
♀ ♂ も 検鏡 さ れた 。

以上の沖縄本島産の標本の ほ か に ， 本論文 の脱稿 ま ぎ
つ け ん U ま

わ に ， 津堅島 (本島東海岸の 中城湾沖 に あ る ; 勝連町津

堅) のパパイ ヤ か ら 同年 9 月 に 採取 さ れた多数の ♀ ♂ 標
本 (採集者 : 比嘉 ・ 鈴木優子) も 研究 に 供 さ れた 。

ほ か に 台 湾産 (EHARA， 1969) ， 香港産 (EHA臥 and 
LEE， 1971) ， タ イ 産 (EHARA and WONGSIRI ， 1975) ， 西 マ レ
ー シ ア 産 (EHARA and THO， 1988) ， イ ン ド 産 (EHARA，
1963 : E. banksi (MCGREGOR) と し て 記述) な ど の 標本

も 検 し得た。 ち な み に ， こ れ ら の標本の寄主植物 は様々

であ る ("n 分布 ・ 寄主植物" の項 を参照) 。

備考 : E. orientalis は， 当初イ ス ラ エ ル の カ ン キ ツ か
ら 記載 さ れた が， 北米産の E. banksi に 酷似す る と こ ろ

か ら ， か つ て は おnksi の 下 位 同 物 異 名 と さ れ た
(PRITCHARD and BAKER， 1955) 。 し か し ， そ の後 banksi と
は 別 種 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た (BAKER and 

5 μm 

とう

図-3 ト ウ ヨ ウ ハ ダニ の部分図 (沖縄産， 江原原図)

A : ♀ の触肢の末端部， B : ♂ の触肢 の 末端部， C :  

♀ の 周気管 (別の周気管 の端末部 も 示す ) ， 0 : 挿入

器.

f 
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PRITCHARD， 1960) 。 両 種 の 主 要 な 違 い (雌) は， 第 3 背
中後体毛間の間隔 ( a ) と 第 4 背中後体毛聞の間隔 ( b ) と
の比であ る 。 す な わ ち ， orientalis で は a と b の 長 さ が
あ ま り 違 わ な い の に 対 し" banksi で は b が a よ り も 著
し く 長 い。 本種の胴背毛の形状 (長 さ ， 幅， 末端部のへ
ラ 状態の鮮明度) に は ， 個体間で顕著 に 変異が あ る 。 例
え ば， 第 1 背側後体毛 は 肩毛 よ り 長 い こ と も あ れ ば， こ
れ よ り 短 く て 背中後体毛並 み の サ イ ズ の こ と も あ る 。 し
か し ， 胴背毛 の形状 に お け る 顕著な変異性は， 異な っ た
個体群聞で も ， ま た 同一個体群内で も 見 ら れ る も の であ
る 。 ま た ， 標本 に お け る 毛の置かれた 向 き に よ っ て ， へ
ラ 状端末部の状態が著 し く 違 っ て 見 え る 。

Eutetranychus に 属 す る 種 は ， こ れ ま で圏 内 か ら 報告

さ れた こ と が な い の で， 沖縄か ら の orientalis の発見 に
よ っ て ， 同時に Eutetranychus 属が 日 本か ら 初 め て 記録
さ れた こ と に な る 。 Eutetranychus 属 は， 雌 に 旺毛 が 2
対， 雄 に生殖旺毛が 4 対あ る こ と に よ り ， や は り 脚 に爪
間 体 を 欠 く 日 本 既 知 の Aponychus 属 と は 異 な る
(Aponychus で は 雌 の 虹 毛 は 1 対， 雄 の 生 殖 虹 毛 は 3
対) 。

E 分布 ・ 寄主植物

既知分布 は 次 の 通 り で あ る 。 日 本 (新記録 : 沖縄本
島， 津堅鳥) ; 中 国本土 (広東 ・ 広西 ・ 四川 の諸省) ， 海
南島， 台湾， フ ィ リ ピ ン， タ イ ， マ レ ー シ ア ， イ ン ド ，
パ キ ス タ ン， ア フ ガ ニ ス タ ン， イ ラ ン， イ ス ラ エ ル， ヨ
ル ダ ン， ト ル コ ， キ プ ロ ス ， エ ジ プ ト ， セ ネ ガル， ナ イ
ジ エ リ ア ， ス ー ダ ン， ケ ニ ア ， マ ラ ウ ィ ， 南 ア フ リ カ な
ど。 分布域 を ま と め て い え ば， ア ジ ア 南部 と ア フ リ カ で
あ り ， 亜熱帯 と 熱帯 に適応 し た種 と い え る 。

こ の た び， 沖縄本島ではパパイ ヤ (パパイ ヤ科) の ほ

か シ ィ ク ワ シ ャ ー， ゲ ッ キ ツ (以上 ミ カ ン 科) ， イ ン ド
ソ ケ イ ( = オ オ パ プル メ リ ア ) ， キ パ ナ キ ョ ウ チ ク ト ウ
(以上 キ ョ ウ チ ク ト ウ 科) ， ク ロ ト ン ( ト ウ ダイ グサ科) ， 
ガ ジ ュ マ lレ， オ オ パ イ ヌ ピ ワ (以上 ク ワ 科) ， デ イ ゴ，
マ ルパデイ ゴ， サ イ ハ イ デ イ ゴ， ソ シ ン カ の一種， モ ク
セ ン ナ ， ナ ン パ ン サ イ カ チ (以 上 マ メ 科) ， ク チ ナ シ
( ア カ ネ 科) ， キ パ ナ コ ス モ ス ( キ ク 科) か ら 発見 さ れ
た。 な お ， 海外 に お い て 知 ら れた 寄主植物 は極 め て広範
であ る 。 本種の最 も 代表的な寄主 は カ ン キ ツ 類 ( * ) と さ
れ る が， ワ タ ， ナ シ， モ モ ( * ) ， プ ラ ム ， ブ ド ウ ( * ) ， 
ク ル ミ ， パパイ ヤ ( * ) ， バナ ナ ， パ イ ン ア ッ プル， ア ボ
カ ド ， サ ン ト ー ル ( * ) ， ラ ン プー タ ン ( * ) ， キ ャ ッ サパ
( * )  ， カ カ オ ， イ チ ジ ク ， ザ ク ロ ， パ ラ ゴ ム ノ キ ( * ) ， 
ア プ ラ ヤ シ ， マ ル メ ロ ， ト ウ モ ロ コ シ， マ メ 類， カ ボ チ

ャ ， ナ ス ， ト ウ ゴ マ ， タ カ ト ウ ダ イ 属 (Eu，ρhorb勿) ， 
タ ピ オ カ ノ キ ， ユ ー カ リ ノ キ ， キ ョ ウ チ ク ト ウ ( * ) ， キ
パナ キ ョ ウ チ ク ト ウ ( * ) ， イ ン ド ソ ケ イ の ほ か次 の諸属
の植物が寄主 と し て海外で記録 さ れ て い る ( * を付 し た
も の に つ い て は， 江原が香港， 台湾， タ イ ， マ レ ー シ ア

お よ び イ ン ド 産 の 個体 の 寄 主 と し て 実 際 に 確認 し て い
る : EHARA， 1963， 1969 ; EHARA and LEE， 1971 ; EHARA and 
WONGSIRI ， 1975 ; EHARA and THO， 1988) 。

Aegle， Aglaia， Alstonia， Anacardium ， A nnona， 
Artocaゆus， Azadirachta， Bauhinia ( * ) ， CalotroρIS 
( * ) ，  Cωsia， Chenopodium ， Chrysanthemum， Croton， 
Dalbergia， Derris ( * ) ，  Durio ， Eηthrina， Eugenia， 
Ficus ， Greωia， Hedera ，  Luffa ，  Melia ， Morus ， 
Muntingia， Murraya， M間a， Paederia， Phragmites ， 
Quercus， Sorbus， Sterculia， Tabernaemontana， Trema， 
Ziziphus な ど。

皿 生 態 ・ 被 害

本種の生態 な ど に つ い て は， 海外各所で研究 さ れて お
り ， そ の概要 は次 の よ う で あ る (JEPPSON et aI. ，  1975 ; 
MEYER， 1996) 。

雌成虫 は， 1 日 に お よ そ 6�8 卵 を 産 む。 夏 卵 は， 棄
の上面上 の 主脈 に 沿 っ て 主 と し て 産み付げ ら れ る 。 し か
し， 偲体数が増大 し 加害が著 し く 進行 し た場合や冬期 に
あ っ て は ， 産卵 は 葉 の 両面 で な さ れ る 。 産 卵 前期 間 は
230C ま た は そ れ 以 上 で は 1�2 日 ， 20�220C で は
2 . 5�3 日 ， 14�150C で は 4�8 日 で あ る 。 温 度 目。C，
相 対 湿 度 40�60% の も と で卵 は 5�6 日 で ふ 化 し ， 幼
虫 ・ 第 1 若虫 ・ 第 2 若虫 の経過 日 数 は そ れ ぞれ 1�2 日 。
全発育期 間 (産卵 か ら 成虫 出 現 ま で) は 夏 で は 10�12

日 で あ る 。 成虫 の 寿命 は 夏期 に は 約 12 日 ， 春 と 秋 で は
14�18 日 で あ り ， 冬では 21 日 に ま で も な る 。

発育の 闘温度 は l 10C で， 270C を超 え る と 発育速度 が
落ち る 。 ど の 発育ス テ ー ジ も 温度が下が る に つ れて 死亡
率が増加す る 。 卵 は 低湿度 に 対 し て 非 常 に 感受性が高
く ， た め に 発育速度 は減退 し ， し ば し ば匪が死ん で し ま
う 。 最適の 発育条件 は 210C， 相対湿度 59�70% で あ る
が， 18�300C， 相対湿度 35�72% の 範 囲 で は 発育 が で
き る 。 夏 に 湿度 が低 い 地域 で は 4�9 月 に 個体数 は 増 え

な い が， こ れ よ り 後 に な っ て個体数が増 え ， 被害が顕著
と な る 。 海岸沿い の よ う に 夏期 に 湿度 が あ ま り 低 く な ら
な い地帯で は個体数 は 夏 に増大 す る 。

本種 の生息場所 は 主 と し て 葉 の 表側 で あ り ( 図 -4) ，

葉裏 に は い て も ご く 少 な い (個体数が極端 に 多 く な る
と ， 裏側 に も 産む) 。 沖縄で は ， パ パ イ ヤ の 同 一 葉 の 表
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沖縄本島でパパ イ ヤ な ど か ら 発見された Elllefranyclws O1ienfalis ( ト ウ ヨ ウハ ダニ ) につ い て 533 

図 - 4 築上 ( イ ン ド ソ ケ イ ) の ト ウ ヨ ウ ハ ダニ の ♀ お よ

ぴ卵 (興{樹最彩)

図 - 5 ト ウ ヨ ウ ハ ダニ に よ る ノfパイ ヤ の被守楽 (興儀撮影)

側 に ト ウヨ ウハ ダニ が生息 し， 裏側に カ ン ザ ワ ハ ダニ が

生息 し ， こ れ に よ っ て 両 種の加害 が同時進行 し て い る こ
と も ， 決 し て 珍 し い こ と では な い 。 ト ウヨ ウハ ダニ が少

数な がら 葉の裏面に も い る 場合 に は， 同一面 に 両 種が棲
む結果 に な る 。 し か し， カ ン サ. ワ ハ ダニ で は， 雌の胴体

は 赤 色， 長楕円形で 中高， そ し て 脚 は 太 め で 白色で あ

り ， 一方 ト ウヨ ウハ ダニ で は， 雌胴体 が褐色~黒 色がか

っ た 淡緑色で短橋円形， 背 腹に 偏平， そ し て脚は細 く ，
一般に 淡燈色 (後の 2 対は 白っ ぽい) で あ る か ら ， 生体
での両 種の識別は可能で あ る 。

沖縄のパパ イ ヤ では果実上 に も 生息 す る こ と が観 察 さ

れた 。 新 葉お よ び成 葉に生息 し ， 卵 は 葉脈沿い の ほか，

く ぼみ に も 産下 さ れ る 。 本穫の l汲汁 に よ り 葉表に は 白い
斑点、 が生ず る (図-5) 。 生息す る 個体数 が増加 し， 加害
の進行 と と も に ， 白斑点 が葉の全面 に お よ び， や がて 葉
は 白色化す る o 一見， 粉 がかか っ た よ う に 見 え る こ と が
あ る 。 また ， イ ン ド ソ ケ イ に お い て も 同様の被害 が認め

ら れた 。

お わ り に

こ れ までに 日 本国 内 か ら 報告 さ れた こ と の な か っ た ト

ウヨ ウハ ダニ が， こ の た び沖縄本島 でパパ イ ヤ ， シ ィ ク

ワ シ ャ ー， ゲ ッ キツ ， イ ン ド ソ ケ イ を 含 む 約 1 5 種類 の

植物か ら 発見 さ れ， し か も 少 な か ら ず発生 し て い る こ と
が判明 し た ( こ れ に よ っ て Euletra町chus 属が初 め て 日

本か ら 見 つ か っ た こ と に な る ) 。 さ ら に ， 津堅島 の パ パ

イ ヤ か ら も 見つ か っ て い る 。 本 種は ア ジ ア 南部 と ア フ リ

カ に広 く 分布 し ， 日 本の近隣では 中国南部， 海南島， 台
湾， そ れに 東南 ア ジ ア に 生息す る 。 海外で は ， 本 種は カ
ンキツ類の筈虫 と し て 有名であ る の み な ら ず， 多 く の有
用植物な ど が寄主植物 と し て報告 さ れて い る 。

台湾に まで分布 し て い る こ と か ら ， そ の北 に速 な り 亜

熱 帯に 属す る 沖縄に， 本 種が以 前 よ り 生息 し て い た と 考

え る の が， まず 自 然 で あ ろう 。 他の可能性 も 考 え ら れな
く は な い が， 発見 さ れ る の が， た また ま遅れた の で あ ろ

う と い う の が， 筆者の推定 で あ る 。

広食性であ る 本 種が， 今回判 明 し た 寄主以外 の 種々 の
沖縄の植物 に生息 ・ 加害 し て い る 可能性は大 き い 。 本穫
の海外 に お け る 害虫 (特 に カ ンキツ 類の ) と し て の重要

性 に か ん がみ， 今後 こ の ダニ に つ い て ， 病害虫関係者 は

注意 と 関心 を払 う 必要 があ る と 考 え ら れ る 。

お わり に， 本研究の調査に協力 し て い た だ い た 沖縄県
病害虫防除所 の 比嘉 良 次 主任技師 ほか職員 の 方々 に 対
し， 深 く 感謝の立を 表す る 。
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